
 　
　

　
　

　
　
　

　
１

月
1
8
日

(
土

)
　

　
　

 
1
8
:
3
0
～

2
0
:
3
0

　 　
　
　
　
　
 
会

費
：

3
,
5
0
0
円

（
上

海
家

郷
菜

）
　

　
　

場
所

：
玻

璃
家

（
ボ

ー
リ

ー
ジ

ャ
ー

）
　

　
　

　
　

　
セ

ブ
ン

イ
レ

ブ
ン

向
丘

２
丁

目
店

隣
り

 
 
 
 
 
 
申

込
み

締
め

切
り

：
1
月

５
日

 
 
 
 
 
 
申

込
み

先
：

 
橋

本
　

0
3
-
3
8
1
5
-
8
6
9
7

　
　

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
柴

田
　

0
8
0
-
5
4
8
2
-
2
9
7
8

 　
お

子
さ

ん
と

ご
一

緒
に

ど
う

ぞ
ご

参
加

下
さ

い

　
　

1
2
月

2
5
日

(水
)～

3
0
日

(月
)

　
　

　
　

　
　

  
集

合
:午

後
８

時
　

　
　

  
  

メ
ゾ

ン
文

京
１

階
集

会
室

　 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

防
犯

交
通

部

①
第

15
回

築
地

買
物

ツ
ア

ー
年

末
年

始
向

け
の

食
品

の
仕

込
み

と
忘

年
会

を
兼

ね
て

美
味

し
い

ラ
ン

チ
を

楽
し

み
ま

す
。

日
時

：
12

月
５

日
(木

)1
0時

30
分

に
南

北
線

東
大

前
駅

改
札

口
に

集
合

く
だ

さ
い

。
②

第
20

回
文

京
散

歩
・
谷

中
七

福
神

巡
り

新
年

顔
合

わ
せ

と
足

慣
ら

し
の

つ
も

り
で

歩
き

ま
す

。
　

日
時

：
20

20
年

１
月

４
日

(土
)９

時
30

分
追

分
バ

ス
停

集
合

。
上

記
共

に
問

合
せ

は
文

化
部

：
橋

本
℡

 0
3-

38
15

-8
69

7ま
で

　
行

事
報

告
＆

町
会

負
担

金
等

(
９

月
～

1
1
月

)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（

　
）

内
は

町
会

支
出

9
/
2
8
 
第

２
回

中
町

会
役

員
会

　
地

活
３

F
（

4
4
7
円

）

9
/
3
0
 
日

赤
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
 
く

す
の

き
の

里
３

名
(
1
,
5
0
0
円

）

1
0
/
9
･
1
1
/
1
3
 
厚

生
婦

人
部

会
ア

ル
ル

館
（

6
,
0
0
0
円

）

1
0
/
1
2
 
9
9
号

編
集

会
議

 
地

活
３

F
（

0
円

）

1
0
/
1
3
 
ふ

れ
あ

い
向

丘
区

連
合

ま
つ

り
運

動
会

　
　

　
1
9
号

台
風

の
た

め
中

止
（

1
0
,
0
0
0
円

)

1
0
/
2
3
 
資

源
回

収
施

設
見

学
会

　
２

名
（

4
,
0
0
0
円

）

1
0
/
2
3
 
赤

い
羽

根
共

同
募

金
（

1
0
,
0
0
0
円

）

1
0
/
2
4
 
町

連
施

設
見

学
会

　
２

名
（

5
,
0
0
0
円

）

1
1
/
8
　

1
0
0
号

記
念

特
集

号
編

集
会

議
（

3
,
6
0
0
円

）

1
1
/
1
2
 
日

赤
幹

部
研

修
会

　
於

:
川

越
　

1
名

（
3
,
2
5
0
円

）

　

中
町

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

h
tt

p:
/
/
ｎ

ａ
ｋ
ａ
ｃ
ｈ

ｏ
ｕ

ｋ
ａ
ｉ.j

im
do

.c
o
m

向
丘

一
丁

目
中

町
会

飛
脚

便
 
　

№
9
9
号

発
行

人
：

石
原

 
文

爾
　

発
行

日
:
2
0
1
9
年

1
1
月

2
3
日

編
集

後
記

先
日

亡
く

な
ら

れ
た

佐
藤

紀
子

さ
ん

の
こ

と
を

思
う

時
、

「
漬

物
」

「
資

源
回

収
」

「
内

助
の

功
」

「
裏

方
」

と
い

っ
た

言
葉

が
よ

ぎ
り

ま
す

。
敬

老
食

事
会

な
ど

の
集

ま
り

の
時

に
提

供
し

て
く

れ
た

漬
物

は
美

味
し

か
っ

た
で

す
し

、
大

量
の

野
菜

を
漬

け
込

ん
で

い
る

時
の

姿
を

想
像

す
る

と
、

半
端

な
い

労
力

に
頭

が
下

が
り

ま
す

。
毎

月
の

１
回

の
資

源
回

収
活

動
を

、
ポ

ス
タ

ー
貼

り
か

ら
回

収
運

転
手

へ
の

気
遣

い
な

ど
ま

で
を

30
年

来
欠

か
さ

ず
続

け
て

こ
ら

れ
た

。
余

人
を

も
っ

て
代

え
難

い
こ

と
で

す
。

ご
主

人
の

五
郎

氏
が

テ
ー

ラ
ー

界
名

工
と

し
て

数
々

の
賞

に
輝

き
、

名
が

広
ま

る
に

つ
れ

全
国

各
地

、
時

に
は

海
外

ま
で

講
演

・
技

術
指

導
で

長
期

出
張

が
続

く
間

、
20

名
を

超
え

る
門

下
生

の
面

倒
、

子
育

て
、

店
の

や
り

く
り

そ
の

他
一

切
を

取
り

仕
切

り
家

庭
を

支
え

、
あ

の
疾

風
怒

濤
の

時
代

を
乗

り
越

え
て

き
た

姿
勢

は
終

生
変

わ
る

こ
と

が
な

か
っ

た
と

思
い

ま
す

。
｢汗

は
自

分
で

か
き

ま
し

ょ
う

、
実

り
は

人
に

あ
げ

ま
し

ょ
う

｣と
い

う
表

現
が

ぴ
っ

た
り

当
て

は
ま

る
よ

う
な

裏
方

に
徹

し
た

生
き

様
に

敬
服

す
る

ほ
か

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
の

幾
ば

く
か

で
も

継
承

し
ご

恩
に

報
わ

ね
ば

と
思

い
ま

す
。

（
渓

）

文
化

部
だ

よ
り

―
ま

ず
健

康
!
!
そ

し
て

も
っ

と
知

り
合

い
、

も
し

も
の

時
に

は
助

け
合

え
る

お
仲

間
に

!
!

1
1
/
1
5
 
日

展
鑑

賞
会

中
町

会
防

災
訓

練
1
1
/
３

町
内

に
て

　
関

連
記

事
２

頁

午
後

、
乃

木
坂

の
新

国
立

美
術

館
に

他
町

会
の

方
も

入
れ

て
計

９
名

で
行

っ
て

き
ま

し
た

。
10

班
の

山
田

朝
彦

さ
ん

制
作

の
彫

刻
を

鑑
賞

。
ご

本
人

か
ら

ミ
ニ

解
説

を
受

け
た

あ
と

、
そ

れ
ぞ

れ
彫

刻
や

洋
画

を
鑑

賞
。

帰
途

、
館

内

　
　

　
台

風
1
9
号

　
あ

の
と

き
文

京
区

は
・

･
・

 
 
 
 
 
　

　
５

班
　

金
子

て
る

よ
し

(
区

議
）

台
風

19
号

(1
0/

12
夜

、
東

京
に

上
陸

)へ
の

対
応

と
し

て
区

は
11

日
(金

)1
5時

に
臨

時
水

害
対

策
本

部
を

設
置

し
、

12
日

(土
)に

は
8時

45
分

に
六

中
な

ど
11

施
設

(水
害

・
土

砂
災

害
対

応
要

領
に

よ
る

)に
避

難
所

開
設

。
13

時
に

「
高

齢
者

、
障

が
い

者
、

乳
幼

児
等

と
そ

の
支

援
者

は
避

難
を

開
始

」
の

警
戒

レ
ベ

ル
３

を
発

令
し

ま
し

た
。

避
難

対
象

者
数

は
12

日
午

後
に

ﾔ
ﾌ
ｰ

ｻ
ｲ
ﾄに

区
と

の
協

定
に

よ
り

掲
載

(町
名

・
丁

目
別

)さ
れ

、
合

計
で

36
52

世
帯

51
91

人
(向

丘
は

記
載

な
し

)で
し

た
。

実
際

の
避

難
者

は
六

中
で

最
大

43
人

(1
2日

20
時

)だ
っ

た
の

を
含

め
、

32
8人

(区
外

か
ら

の
避

難
者

は
45

人
)で

、
倒

木
13

件
、

信
号

破
損

3ヵ
所

、
水

漏
れ

・
雨

水
侵

入
は

18
施

設
と

学
校

11
校

で
発

生
し

て
い

ま
す

(人
的

被
害

や
浸

水
は

無
し

)。
ま

た
、

神
田

川
の

調
整

池
(環

七
地

下
)は

貯
水

量
が

83
％

に
達

し
た

そ
う

で
す

。 区
は

避
難

情
報

を
H

P
や

SN
S等

、
ネ

ッ
ト

で
随

時
発

信
し

ま
し

た
が

「
翌

朝
に

な
っ

て
か

ら
避

難
所

開
設

を
知

っ
た

」
と

の
声

も
聞

か
れ

ま
し

た
。

避
難

体
制

や
情

報
伝

達
の

両
面

で
検

証
は

区
民

参
加

で
進

め
た

い
も

の
で

す
。

訃
　

報
９

月
28

日
　

第
３

班
　

佐
藤

　
紀

子
様

　
79

歳
　

長
年

、
町

会
の

厚
生

婦
人

部
の

副
部

長
と

し
て

、
献

身
的

に
ご

活
躍

い
た

だ
き

ま
し

た
。

心
よ

り
お

悔
や

み
申

し
あ

げ
ま

す
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

ア
ク

セ
ス

は
こ

ち
ら

↓

私
た

ち
の

『
町

会
だ

よ
り

』
は

平
成

15
年

(2
00

3年
)7

月
に

『
中

仙
道

東
片

飛
脚

便
』

の
タ

イ
ト

ル
で

発
刊

、
隔

月
に

発
行

を
続

け
来

年
１

月
号

の
発

行
を

も
っ

て
10

0号
を

迎
え

ま
す

。
当

初
は

モ
ノ

ク
ロ

1色
Ａ

4判
2ペ

ー
ジ

建
て

の
簡

素
な

も
の

で
し

た
が

、
町

会
員

皆
様

の
ご

理
解

と
ご

協
力

に
後

押
し

さ
れ

今
日

に
至

り
ま

し
た

。
つ

い
て

は
、

発
刊

10
0号

記
念

と
し

て
、

皆
様

か
ら

の
様

々
な

思
い

出
等

を
掲

載
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

多
く

の
方

々
か

ら
の

原
稿

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
記

字
数

：
40

0字
以

内
　

手
書

き
・
パ

ソ
コ

ン
・
メ

ー
ル

便
・
・
・

送
付

先
：

①
橋

本
一

夫
 　

k.
y.

ha
sh

im
ot

o@
ni

ft
y.

co
m

 �
38

15
-8

69
7

②
神

田
橋

恵
里

子
　

er
ik

om
am

ak
-1

@
pe

ac
e.

oc
n.

ne
.jp

③
堀

越
章

代
　

ak
i@

co
ra

l.d
ti.

ne
.jp

 締
め

切
り

：
20

20
年

1月
7日

（
火

）
テ

ー
マ

：
自

由
　

(例
)あ

の
頃

の
町

会
の

思
　

い
出

　
想

い
出

の
人

々
・
出

来
事

　
「

町
　

会
だ

よ
り

」
雑

感
　

町
の

変
貌

ぶ
り

　
こ

　
れ

か
ら

の
街

づ
く

り
　

“
１

号
か

ら
全

部
　

綴
っ

て
ま

す
”

等
々

何
で

も
結

構
で

す
。

新
　

加
　

入
第

4班
　

杉
山

　
太

郎
様

　
1-

6-
11

-1
01

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

の
喫

茶
で

お
茶

し
、

芸
術

の
秋

を
楽

し
ん

で
き

ま
し

た
。

(0
円

)

本
郷

消
防

署
か

ら
表

彰
さ

れ
ま

し
た

当
町

会
は

本
郷

消
防

署
よ

り
消

防
行

政
に

協
力

し
た

と
の

こ
と

で
表

彰
さ

れ
ま

し
た

。
11

月
14

日
(木

)
に

西
片

の
文

化
シ

ャ
ッ

タ
ー

で
行

わ
れ

た
防

災
の

つ
ど

い
の

受
賞

式
に

は
、

会
長

と
防

災
部

長
(代

)が
出

席
し

ま
し

た
。

　
　
　
　
今

後
の

行
事

予
定

（
1
1
月

～
１

月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
活
＝
向
丘
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

1
1
/
2
3
(
土

･
祭

）
 
都

展
 
1
3
時

半
追

分
バ

ス
停

集
合

1
1
/
2
8
(
木

)
　

根
津

神
社

つ
つ

じ
ま

つ
り

打
ち

合
わ

せ
1
2
/
7
(
土

)
1
9
：

3
0
～

　
町

会
役

員
会

　
地

活
３

F
1
2
/
1
1
(
水

)
･
1
/
8
(
水

)
1
4
:
3
0
～

1
5
:
3
0
 
厚

生
婦

人
部

会
ア

ル
ル

館

1
2
/
1
4
(
土

)
９

:
3
0
～

 
1
0
0
号

編
集

会
議

　
地

活
３

F

Ｄ
級

ポ
ン

プ
作

動
点

検
　

水
道

局
駐

車
場

工
事

の
た

め
1
2
・

１
月

は
中

止
で

す

資
源

回
収

毎
月

第
２

水
曜

回
収

開
始

 
午

前
７

:
5
0

1
2
月

1
1
日

･
１

月
８

日
資

源
は

7
:
5
0
ま

で
に

回
収

場
所

に
出

し

て
く

だ
さ

い
。



　

　

　

今
回

は
、

産
業

医
と

し
て

ご
活

躍
中

の
神

田
橋

宏
治

さ
ん

に
お

話
を

伺
い

ま
し

た
。

神
田

橋
さ

ん
は

町
内

報
83

号
の

「
こ

こ
に

こ
ん

な
人

が
」

で
ご

登
場

い
た

だ
い

た
神

田
橋

恵
里

子
さ

ん
の

ご
主

人
で

、
92

号
の

同
じ

欄
で

も
羊

齧
協

会
の

メ
ン

バ
ー

と
し

て
ご

参
加

い
た

だ
き

ま
し

た
。

ー
産

業
医

と
は

ど
ん

な
お

仕
事

な
の

で
す

か
？

現
在

50
人

以
上

の
従

業
員

を
抱

え
る

企
業

は
、

産
業

医
の

設
置

が
法

律
で

義
務

付
け

ら
れ

て
い

ま
す

。
主

な
仕

事
は

従
業

員
の

働
く

環
境

を
整

え
る

こ
と

で
す

。
例

え
ば

、
従

業
員

の
健

康
診

断
の

結
果

に
す

べ
て

目
を

通
し

ま
す

。
工

場
労

働
者

で
す

と
粉

塵
被

害
、

熱
中

症
な

ど
が

心
配

さ
れ

ま
す

が
、

私
の

対
象

者
は

い
わ

ゆ
る

ホ
ワ

イ
ト

ワ
ー

カ
ー

な
の

で
人

間
関

係
や

過
労

か
ら

の
ス

ト
レ

ス
と

い
っ

た
精

神
面

で
の

問
題

が
多

い
の

で
す

。
そ

の
方

か
ら

お
話

を
聞

き
、

労
働

環
境

が
改

善
す

る
よ

う
に

企
業

と
一

緒
に

対
応

し
て

い
き

ま
す

。
た

だ
し

、
企

業
内

の
ク

リ
ニ

ッ
ク

と
は

違
い

診
察

や
診

断
を

行
う

わ
け

で
は

な
く

、
問

題
を

抱
え

た
従

業
員

を
専

門
医

に
紹

介
し

た
り

、
適

切
に

医
療

が
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
上

司
や

雇
用

者
に

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
っ

た
り

す
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（
調

整
役

）
と

い
う

役
割

で
す

。
現

在
は

15
～

20
社

と
契

約
し

て
い

て
、

5,
00

0人
ほ

ど
の

従
業

員
の

労
働

衛
生

の
向

上
に

努
め

て
い

ま
す

。
ー

そ
も

そ
も

医
療

を
目

指
さ

れ
た

き
っ

か
け

は
？

私
は

大
学

院
ま

で
数

学
者

に
な

り
た

か
っ

た
の

で
す

。
と

こ
ろ

が
限

界
を

感
じ

医
学

部
に

移
り

ま
し

た
。

会
社

勤
め

は
無

理
だ

と
思

っ
た

し
、

親
戚

に
医

者
が

多
か

っ
た

こ
と

も
影

響
し

ま
し

た
。

勤
務

医
と

し
て

働
い

て
い

た
時

、
産

業
医

の
存

在
を

知
り

資
格

を
取

り
ま

し
た

。
当

直
も

あ
る

勤
務

医
は

今
も

続
け

て
い

ま
す

。
ー

産
業

医
を

始
め

て
臨

床
医

と
の

間
に

ど
ん

な
違

い
を

感
じ

ま
し

た
か

？

素
に

な
り

ま
す

の
で

、
働

く
人

の
健

康
保

持
の

増
進

や
職

場
環

境
の

改
善

な
ど

に
つ

い
て

医
学

的
な

立
場

か
ら

企
業

、
働

く
人

と
一

緒
に

考
え

て
助

言
し

、
よ

り
働

き
や

す
い

職
場

を
作

り
上

げ
て

い
く

こ
と

に
努

め
て

い
ま

す
。

皆
さ

ん
に

も
職

域
に

も
っ

と
目

を
向

け
て

楽
し

く
働

い
て

ほ
し

い
と

感
じ

て
い

ま
す

。
ー

と
こ

ろ
で

最
近

山
岳

医
の

お
仕

事
も

始
め

ら
れ

た
と

か
。

ま
だ

世
間

に
認

知
さ

れ
て

い
な

い
職

業
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
山

岳
医

と
は

山
の

診
療

所
で

は
な

い
の

で
現

場
で

治
療

を
行

う
わ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
登

山
ブ

ー
ム

で
特

に
中

高
年

で
山

を
楽

し
む

方
が

増
え

て
い

ま
す

が
、

準
備

が
不

十
分

な
ケ

ー
ス

が
見

ら
れ

ま
す

。
ま

た
日

本
で

は
山

岳
救

助
隊

に
山

岳
医

が
い

ま
せ

ん
。

地
元

の
警

察
や

消
防

に
山

岳
医

が
適

切
な

助
言

を
行

う
シ

ス
テ

ム
が

ま
だ

な
い

の
で

す
。

今
の

私
の

役
目

は
ア

ド
バ

ル
ー

ン
を

上
げ

て
、

登
山

者
が

医
療

面
で

正
し

い
サ

ポ
ー

ト
が

受
け

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

こ
と

だ
と

考
え

て
い

ま
す

。
私

自
身

は
高

所
恐

怖
症

で
、

本
格

的
な

登
山

家
で

は
あ

り
ま

せ
ん

が
…

。
ー

産
業

医
に

し
て

も
山

岳
医

に
し

て
も

私
た

ち
の

知
ら

な
い

医
療

の
世

界
を

覗
か

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

益
々

の
ご

活
躍

を
お

祈
り

し
ま

す
。

（
M

M
）

産
業

医
を

始
め

て
５

年
に

な
り

ま
す

。
臨

床
医

と
し

て
患

者
さ

ん
に

接
す

る
時

、
健

康
は

家
庭

環
境

、
地

域
の

状
況

が
影

響
し

ま
す

の
で

、
家

族
の

方
と

よ
く

話
を

し
た

り
、

地
域

の
こ

と
を

理
解

し
た

り
す

る
こ

と
に

努
め

ま
す

。
一

方
、

産
業

医
は

職
域

、
職

場
の

特
性

が
大

き
な

要

ん
親

子
(８

班
)の

指
導

に
よ

る
合

唱
、

ビ
ン

ゴ
大

会
と

、
大

盛
り

上
が

り
の

２
時

間
で

し
た

。
参

加
者

は
昨

年
の

44
名

を
上

回
る

過
去

最
多

と
な

り
ま

し
た

。
生

ま
れ

も
育

ち
も

中
町

会
と

い
う

方
か

ら
退

職
後

移
り

住
ん

だ
方

ま
で

、
等

し
く

地
元

を
大

切
に

す
る

気
持

ち
に

あ
ふ

れ
て

い
ま

し
た

。
な

か
に

は
「

一
人

暮
ら

し
な

の
で

災
害

時
に

は
助

け
て

く
だ

さ
い

」
と

発
言

さ
れ

る
方

も
い

て
、

中
町

会
へ

の
期

待
を

感
じ

て
い

ま
す

。
終

了
後

の
帰

り
道

で
名

残
惜

し
そ

う
に

お
し

ゃ
べ

り
し

て
い

る
姿

も
心

温
ま

る
光

景
で

し
た

。
「

人
情

」
と

「
気

配
り

」
が

安
心

・
安

全
な

町
を

実
現

し
て

い
ま

す
。

こ
れ

か
ら

も
支

え
合

い
の

精
神

を
大

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

切
に

し
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

し
た

。
(神

田
橋

) (
支

出
9
9
,
1
9
6
円

)
最

高
齢

の
杉

原
さ

ん
の

音
頭

で
乾

杯

← マ
リ

リ
ン

さ
ん

の
マ

ジ
ッ

ク
シ

ョ
ー

　
　

　
　

　
→

大
津

さ
ん

の
コ

ー
ラ

ス
メ

ン
バ

ー
と

一
緒

に
み

ん
な

で
合

唱

Ｄ
級

ポ
ン

プ
の

体
験

訓
練

炊
き

出
し

訓
練

の
豚

汁
と

ア
ル

フ
ァ

米
（

ワ
カ

メ
ご

飯
）

を
食

べ
ま

し
た

。
美

味
し

い
と

何
杯

も
お

替
り

す
る

方
も

お
ら

れ
、

作
っ

た
婦

人
部

メ
ン

バ
ー

は
大

喜
び

で
し

た
。

ス
タ

ン
ド

パ
イ

プ
の

設
置

訓
練

(撮
：
中

島
篤

博
)

10
月

16
日

(水
)

敬
老

会
を

開
催

し
ま

し
た

。
参

加
者

47
名

(う
ち

高
齢

者
37

名
)が

お
弁

当
を

食
べ

な
が

ら
互

い
の

近
況

な
ど

を
語

り
合

っ
た

の
ち

、
マ

リ
リ

ン
さ

ん
(９

班
)の

マ
ジ

ッ
ク

シ
ョ

ー
、

大
津

さ

文
京

学
園

「
ほ

っ
こ

り
広

場
」

か
ら

町
会

に
お

手
紙

(下
記

)を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
地

域
で

の
つ

な
が

り
を

深
め

て
み

ま
せ

ん
か

？
ど

う
ぞ

お
出

か
け

下
さ

い
。

ほ
っ

こ
り

広
場

の
ラ

ン
チ

会

日
頃

、
毎

月
第

２
水

曜
日

に
行

わ
れ

る
町

会
の

資
源

回
収

(古
紙

回
収

)
に

ご
協

力
有

難
う

ご
ざ

い
ま

す
。

こ
の

古
紙

回
収

は
こ

の
1

年
間

で
12

3,
24

0
円

の
町

会
事

業
費

収
入

に
な

り
ま

し
た

。
今

年
度

は
町

会
員

皆
様

（
独

自
に

資
源

回
収

事
業

を
行

っ
て

い
る

班
以

外
）

に
感

謝
を

込
め

て
11

月
中

旬
に

粗
品

(鰹
節

)を
お

配
り

し
ま

し
た

。
(支

出
46

,1
06

円
)

1
1
月

中
旬

 
資

源
回

収
御

礼
粗

品
を

配
布

し
ま

し
た

　
町

会
よ

り
お

勧
め

「
ほ

っ
こ

り
広

場
」

に
お

出
か

け
下

さ
い

私
達

、
文

京
学

院
大

学
の

学
生

は
、

「
ほ

っ
こ

り
広

場
・
実

行
委

員
会

」
の

皆
様

と
、

大
学

内
の

「
ま

ち
ラ

ボ
」

と
い

う
場

所
で

、
「

ほ
っ

こ
り

広
場

」
と

い
う

地
域

食
堂

を
、

月
に

一
度

の
ペ

ー
ス

で
開

催
し

て
お

り
ま

す
。

こ
れ

ま
で

、
す

い
と

ん
・
パ

ン
ケ

ー
キ

・
お

は
ぎ

・
ス

イ
ー

ツ
タ

ル
ト

な
ど

を
作

り
、

食
を

通
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

・
多

世
代

交
流

を
は

か
っ

て
き

ま
し

た
。

次
回

は
、

11
月

30
日

(土
)1

2
時

〜
14

時
「

ラ
ン

チ
会

」
を

開
き

ま
す

。
ご

参
加

の
方

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
な

お
12

月
は

、
21

日
(土

)1
4時

半
～

16
時

半
で

す
。

今
回

は
、

初
め

て
の

試
み

と
し

て
、

町
内

全
域

の
災

害
発

生
を

想
定

し
た

防
災

訓
練

が
行

わ
れ

ま
し

た
。

町
会

１
～

14
班

を
３

ブ
ロ

ッ
ク

に
分

け
、

Ⓐ
本

部
機

能
と

「
災

害
時

炊
き

出
し

訓
練

」
Ⓑ

「
ス

タ
ン

ド
パ

イ
プ

と
D

級
ポ

ン
プ

の
作

動
・
放

水
訓

練
」
Ⓒ

「
防

災
品

配
給

訓
練

」
を

行
い

ま
し

た
。

特
に

ス
タ

ン
ド

パ
イ

プ
と

D
級

ポ
ン

プ
は

路
上

消
火

栓
に

接
続

し
、

町
会

員
が

放
水

の
実

践
訓

練
を

し
ま

し
た

。
向

丘
保

育
園

の
園

庭
で

は
厚

生
婦

人
部

が
作

っ
て

く
れ

た
心

づ
く

し
の

豚
汁

と
ワ

カ
メ

ご
飯

を
試

食
し

一
連

の
訓

練
を

終
了

し
ま

し
た

。
訓

練
当

日
11

月
３

日
(日

)・
文

化
の

日
は

、
曇

天
、

雨
催

い
で

し
た

が
、

90
名

弱
（

内
子

ど
も

13
名

）
が

参
加

し
、

根
津

消
防

署
隊

員
５

名
の

指
導

の
も

と
充

実
し

た
訓

練
を

も
つ

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
ま

た
、

最
後

に
恒

例
の

ビ
ン

ゴ
大

会
（

青
少

年
部

が
担

当
）

も
行

わ
れ

、
楽

し
く

中
身

の
濃

い
一

日
に

な
り

ま
し

た
。

町
会

員
、

近
隣

町
会

の
皆

様
、

消
防

署
、

防
災

や
景

品
を

提
供

し
て

く
だ

さ
っ

た
方

々
の

ご
理

解
と

ご
協

力
に

厚
く

お
礼

申
し

上
げ

ま
す

。
(支

出
42

,1
72

円
)















 　
　

今
回

は
、

初
め

て
の

試
み

と
し

て
、

町
内

全
域

の
災

害
発

生
を

想
定

し
た

防
災

訓
練

が
行

わ
れ

ま
し

た
。

　
町

会
１

～
１

４
班

を
３

ブ
ロ

ッ
ク

に
分

け
、

Ⓐ
で

は
本

部
機

能
と

「
災

害
時

炊
き

出
し

訓
練

」
Ⓑ

で
は

「
ス

タ
ン

ド
パ

イ
プ

と
D

級
ポ

ン
プ

の
作

動
･放

水
訓

練
」
Ⓒ

で
は

「
防

災
品

配
給

訓
練

」
を

行
い

ま
し

た
。

特
に

Ⓑ
の

ス
タ

ン
ド

パ
イ

プ
と

D
級

ポ
ン

プ
は

路
上

消
火

栓
に

接
続

し
、

町
会

員
が

放
水

の
実

践
訓

練
を

し
ま

し
た

。
Ⓐ

の
恒

例
の

「
炊

き
出

し
」
訓

練
（
厚

生
婦

人
部

が
担

当
）
は

向
丘

保
育

園
園

庭
で

行
わ

れ
、

み
ん

な
で

心
づ

く
し

の
豚

汁
と

ア
ル

フ
ァ

米
（
ワ

カ
メ

ご
飯

）
を

試
食

し
一

連
の

訓
練

を
終

了
し

ま
し

た
。

訓
練

当
日

1
1
月

３
日

(日
)・

文
化

の
日

は
、

曇
天

、
雨

催
い

で
し

た
が

、
9
0
名

弱



　

今
回

は
、

初
め

て
の

試
み

と
し

て
町

会
内

全
域

を
カ

バ
ー

す
る

防
災

を
想

定
、

町
内

を
Ⓐ

・
Ⓑ

・
Ⓒ

の
３

ブ
ロ

ッ
ク

に
分

け
、

Ⓐ
で

は
本

部
機

能
、

災
害

時
炊

き
出

し
、

Ｄ
級

ポ
ン

プ
の

作
動

・
放

水
Ⓑ

で
は

防
災

飲
食

料
の

配
給

Ⓒ
で

は
ス

タ
ン

ド
パ

イ
プ

の
作

動
・

放
水

を
重

点
に

実
践

訓
練

を
し

ま
し

た
。

訓
練

後
、

本
部

(向
丘

保
育

園
の

園
庭

)で
炊

き
出

し
班

に
よ

る
心

づ
く

し
の

豚
汁

と
ア

ル
フ

ァ
米

(ワ
カ

メ
ご

飯
)を

試
食

し
一

連
の

防
災

訓
練

を
終

了
し

ま
し

た
。

訓
練

当
日

ま
た

、
恒

例
の

ビ
ン

ゴ
ゲ

ー
ム

も
加

わ
り

、
楽

し
く

中
身

の
濃

い
１

日
に

な
り

ま
し

た
。

町
会

員
皆

様
、

消
防

庁
隊

員
の

皆
様

の
ご

理
解

、
ご

協
力

に
厚

く
お

礼
申

し
あ

げ
ま

す
。

(支
出

42
,1

72
円

)

担
当

）
は

向
丘

保
育

園
園

庭
で

行
わ

れ
、

み
ん

な
で

心
づ

く
し

の
豚

汁
と

ア
ル

フ
ァ

米
（
ワ

カ
メ

ご
飯

）
を

試
食

し
一

連
の

訓
練

を
終

了
し

ま
し

た
。

訓
練

当
日

1
1
月

３
日

(日
)・

文
化

の
日

は
、

曇
天

、
雨

催
い

で
し

た
が

、
9
0
名

弱
(内

子
ど

も
1
3
名

)が
参

加
し

、
根

津
消

防
署

隊
員

５
名

の
指

導
の

も
と

充
実

し
た

訓
練

を
も

つ
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

　
ま

た
、

最
後

に
恒

例
の

ビ
ン

ゴ
大

会
（
青

少
年

部
が

担
当

）
も

行
わ

れ
し

、
楽

し
く
中

身
の

濃
い

一
日

に
な

り
ま

し
た

。
　

町
会

員
と

近
隣

町
会

の
皆

様
、

消
防

署
、

防
災

品
・
景

品
を

提
供

し
て

く
だ

さ
っ

た
方

々
の

ご
理

解
と

ご
協

力
に

厚
く
お

礼
申

し
上

げ
ま

す
。

　
















































